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を占 め 、 且つ その 割 合 は 先 学 の 成績 に 比 して は る

か に 高 く23に 近 い｡

ハ〉軍 鋼 に止 つ た もの23、 両 側 発症 した もの

9、 好 発 鰯 を特 に み な い｡両 側 同 時 発 症3β5あ 一

つ て 、高 い割 合 を示 してV・る｡

二)一 測 か ら対 側へ の発 症 の聞 隔 は、 一・測 加 療

群 で1年 以 内56、 非 加 療 群 で45で あ る｡

ホ〉昭 和 ユ0年10珂 か ら昭 和19年12月 ま

で に村松 晴 嵐荘 で副 睾 丸結 核 に 手徳 した もの は 、,

53名 、63鋼｡そ の 中 で 尿路 結 核 を発 した もの29名

発 症 しな い もの24名 中 生 存 考 は14名 で あ 巻｡

一)副 睾 丸結 核発 症 の初 発症 か らの 月数 を み る

と、1へ5年 以 内特 に3年 以 内 の もの が 最 も 多 い｡

の 副 睾 丸結 核 発 症 と尿路 結 核 発 症 と の 聞 隔

は 、尿路 結 核 に 先ん じた もの で は6-48月 に 多

く、 尿 路結 核 に 後 発す る もの で は1～12月 に 多い｡

東 京大学泌 尿器科市川 教屡,村 松晴嵐}{芸長木村権明博

士 の御指導 御鞭燵 に衷心 の謝意 を表 します㌔
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誉1緒 論

我が國は絡戦後四年を経過 したとはいえ、研究

の資材に事欠 くことが 多い｡我 々の研究の方面で

は綿栓に使用する青梅綿¥バ ラフイン等がかな り ㌦

不足 している｡た またま余等の一人、浅見が2000

倍稀釈のツペルク リンを50cc入 れて市販に出す

瓶 を封するために用いるキヤツプを、結核菌培養

時に封蝋の代 砂に用いるζとを考えたので・これ

を実際に使用出來るかどうかの許小実験 をやつて"

見た｡-

II方 法

封蝋:小 大1}①が先に資材節約の意味で考案した

方法にょった｡邸 ち青梅綿の上 を硫酸紙 と日本紙

(反古紙でよい)で 勉んだ もので、中試験管の綿栓

をして、滅菌 し、この試験音で増地を作 り・培養

し了つ た ら綿 栓 を抜 い て、 溶 した バ ラ ス ィ ンに浸

して 封 蝋 した｡.

ゴ ムの キ ヤ ツ プを使 用 す る方法:培 養 し了 る
.

迄 は前 者 と同様 で あ る、 培 養 し了つ た ら、 綿 栓 を

㍉抜 き取 つ て
、 そ の代 りに予 め よ く洗 つ て 、乾 し、

コッ ホ釜 で1000C30分 聞 滅 菌 して お いた ゴ ムの

キ ヤ プ をか ぶ せ る｡

この 両方 法 を 同一 の培 地 を使 用 し、飼 様 に処理

して培 養 した もの につ い て実 施 して 、 培 地 の 乾 燥
脚の程 度

、結 核 菌 の発 育の 欺 況 を比 較 したび

垂'

皿1成 績

1.純 粋 増 養 の 結 核菌 浮 游 液 に よ る實 験

人 型菌 、陸FTP株 の 、 グ リセ リン馬 鈴 薯 培

地 、16日 闇 培 養 の もの で 、1cc中10m9を 含

む 菌 浮 游 液 を作 り、 これ を原 液 と して 滅 菌 蒸 溜 水

で うす め て 、1cc中10ww'mgと し、1ccの メ ス
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ピベ ツFで そ のO.1cc宛 を、 即 ち培 地1本 につ

き10縣 輸9宛 の 菌 量 を16本 の培 地 に、'〉〈10"8mg

と1ccに 含む 菌 浮 游 液 をO.2cc宛 師 ち2×10-e

mg宛 を10本 の増 地 に培 養 して 、菌 液 で培 地 斜

面 を均 等 に潤 して 、斜 面 を上 に して斜 面 台 にね か

し・ 一 書 夜 ・ そ の ま ま、37｡Cの 鰐 卵器 に放 置 し・

狸 日凝 固 水 の 多少 あ る もの も これ をた て て 、二 つ

に 分 けて 、 ⑳ ぷ蹴 植 え た もの は8本 宛 、 父2×

10"一"mg植 えた もの は5本 宛 と し、一一方 は前 述 の よ

う に封 蠣 し、他 の もの は ゴムの キ ヤ ツ ゾを使 用 し

て 封 じ、 これ を37◎Cの 卿 卵 器 に放 置 して観 察 し

た｡だ お・増 地 は1%KH£PO4ナ 音地(2)を 使 用 した

が 、 使 用 に先 だ ち凝 固水 を棄 てた｡

第1表 純梓培養の結 核菌浮游液 による実験

擬 固水の乾燥状態 培 養 成 績

1・ 日{16日23H昭30日i・eWmls・ ・g;2× ・0櫨9m9

鋼 ・・}8{8固9(6-1・){・ ・5(1-2):0

諺1日2i・1国 一…4(:3-・5)!・ ・4(1-3)・

難
菌
侵
入
数

註:1)凝 周水 の乾燥状態 の欄 の数字は凝周水の存 窪

してい る培地 数を示 す｡

2)培 養成績 の欄 の数字 は聚落 を示 し・()《)中

はその最多と最 少を、ぐ)の 外は平均 値 を

示す｡●

そ の 成績 は第1表 の様 で あ る｡

先 す培 地 の乾 燥 の程 度 を、培 養 日数 の経 過 に連

れ て の凝 固水 の消 失 の猷 態 か ら見 た｡即 ち封 蝋 し

た 方は 、培 養後10FIで 、 凝 固水 の 存 在 して いた

培 地 は11本 で あ るが 、16日 、23日 、30日 と

次 第 に減 少 しft30日 で は1本 だ けで あ る｡こ れ

に 夏 して キ ヤ ツプ を使 用 した もので は、30日 経

過 した もの で も凝 固 水 の 存 在 して い る ものが8本

あ つた｡、

随 つ て キ ヤ ツプの 方 は封 蝋 に比 して 、乾 燥 を阻

止 す るカ が 大 きい とい う ことが 嵩 來 る難 次 に増 養

成 績 は30日 の 観 察 で10譜m∫2×10{㌔mimr培 養

した もの の 巾 で陰 性 を示 した もの は な く、 聚 落 数

を平 均 して見 て も、 封蝋 の 場 合 と ゴ ムの キ ヤ ツプ

を使 用 した 場合 とで は差 は な い｡叉 雑 菌の 侵 入は

両 者 共見 られ なか つ た｡以.ヒ の こ とか ら培 養 の 威

績 は 両 悲 に 於 で 差 が な い とVbう こ とが 禺 來 る｡

2・ 喀疲 のPtmasに よ る實 験
セ

塗抹染色標本で結核菌の証明出來 ない25人 の

結核症の患者の喀疾 を1患 者につbて4本 宛の増

地 を使用して増養 した｡先 す4%のNaoH水 で

喀疾 を5倍 に稀釈して、1ceの メスピペツFで

O.1cc宛 を次のような処方の増地に植え、前同様

にして、培地の斜面を均等に抽 して、これを37つC

の鰐卵器に放置し、液の乾燥するの を侯つズ・そ

の中の2本 は封蝋 し他の2本 はゴムのギヤツプを

使用して封じ、これ を37℃ の艀卵器に増養 し、

毎週少くとも1回 宛、6週 開観察して、緊落発育

の有無 を見て比較した｡亀

増地の処方及び作 り力

基汗麟器 誌

基 汗100ccに 対 して 、全 卵 液 を200Cc加 え、

これ に グ リセ リン と2%の マ ラtツ ト緑 酸 を6ce

宛 加 え て、 よ くまぜ 、5～7cc宛 中 試験 管 に分 注

して 、凝 固器 で 固 め る｡

そ の成 績 は第2表 の よ うで あ る｡

第2表 喀渓 の培養に よる実瞼

1懸 暴落懇鷺へ　 ボ 　 　　 　　 へ 　 　 ヘガガ　 へへ　へ 　 　　　 　　　 　　ゆ り　

彗一 蜘㌧｡一塑 い919聖 乏λ6∴}
キヤヅ 」堅 轡 髄(1-3r)∴ 』」

註:聚 落数は第1表 の場 合と同 じ

陰 性 を示 した もの が13人 で あつ て 、 そ の 他 の

12人 は陽 轍 を示 したB陽 性 を示 した培 地 数 で 比

較すると封蝋、キヤツプ使用夫々19本 、18本 で

あつて、差がない｡又 聚落数は1例 即ち4一本の培

地に於で聚落が数え切れないものがあつたが,聚

落の数えることの出來たものばか りを集めて見る

と、第2表 で見るように差がない｡又 表には書い

てV・なV・が聚落の発育す る迄の期開 も径然差がな

い｡是 等のことで培養の威績は両者に於ては差が

ないど見てよい｡又 雑菌の侵入数 も両者の聞には

差は認められない｡な お、キヤツプ使用のもので

は6本 に於て培地が黄色に槌色 したが、之等は何

れ も同時に増養した他の培地が本來の線色のまま

__｡27-一
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で菌の発育しなかつたものばか りなので、このこ

とが培養に及ぼす影響ははつきりしないが、之等

の槌色は大多数に於て4週 以後に起 つ て い るの

で、培養に対する著明の悪い影響はないだろぢと

思われ る｡

1∬ 総括 及 び考察

ゆ

ゴ ムの キ ヤ ツ プ を用 い る こ とは 既 に アメ リカで

も行 われ て い る よ うで あ る｡即 ちWSteenken,

J鼠andM・M.Smith(3)の 記 載 が あ る｡我 々 も試

用 して見 たが 、以 上 の 二 つ の実 験 か ら、 ゴム の キ

ヤ ツ プ を封蝋 の代 うに用 い る こ とは 、培 養 の成 績

に 於 て前 処 理 の有 無 にか か わ らす封 蝋 と全 然 差 が

な く｡雑 菌 の侵 入 の程 度 に於 て も差 が な い｡又 培

地 を乾 燥 か ら守 る とい う方 面か ら考 え る と封 蝋以

上 に成 績 が よv・｡.

又 培 地 の色 が 槌 色 す る もの も多 少 あ るが 、 これ

は大して培養成績に影響 を及ぼすものとも今のと

ころ考えられない｡随 つて青梅綿やパラフィンの

節約のためにゴムのキヤツプを使用することはよ

いことと思われる｡な おキヤツプを使用すれば洗

澹 して試験管を再生するのた娃都合である｡

IV結'論

結核菌の増養に於て封蝋の代 りにメ ムのキヤヅ

プを使用すると、パラフィンが不必要であ り、青

梅綿 もかなり節約出來 る｡叉 使V・古 した培地を洗

灘 して再生するのに好都合である｡
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'

1緒 言

天氣歌況や季節が種々な疾病 を誘発 した り病状

を悪化させた りすることは遠 くピボクラテス当時

か ら知 られていたので、今 までに経験を墓とした

直感か ら天氣 と疾病との関係を問題にした研究は

彩 しい数に挙つている｡し かし此等の研究は個々

の要素 と疾患との相関関係 を見 るとV・う方向の も

のが大部分であり明瞭な結論に達 しているものは

少い｡Blumnenfeld,①ELinke,②deRudder,

《3)W｡F.Petersen(4)等 が出るに及んで今までの

様に氣象要素の個々のもので仕纂をすることをさ

け、天氣歌態をある全体の ものと見、特 に氣團、

久は二つの氣團の境目である不蓮続線(前 線)を

自標 にして研究する力法が行われて初めてこの券

向の学問は長足の進歩をした｡

な

肺核結核に及ぼす影響に関しても最近は前線通

過や氣團に注 目した研究 も多 く、これまで主 とし

て精神障碍 ・胸膜癒i着による疹痛や刺激、喀痩中

結核菌量、肺川血、血液性歌、血沈値、死亡等が

観察されている｡し かし此等はこぐ少数のしか も

短期FH7の資料か ら適当に抽出した俺を並べて直感

を基 として論述 してお り、f統計的に扱つて もその

方法に誤謬があつた り、交得 られた値がどの程度

信頼出來るものかを検討 してないものが大多数で

科學的にみて不充分な ものが多い｡

前線通過や氣團韓換が患者の自覚症に如何に影

響するかに関 してはW.F.Petersen(5)やE.

W6gener(6)の 研究がある6Petersenは 詳細廣範

囲の研究か ら極氣圏流入時に自覚症の増加 を見 る

と云い、Wegenerは()・Schr(:der(?)の 方式に從

い患家の訴えに依る自覚症 を分類記載 し、同時に

_-23一




